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(57)【要約】
【課題】受信可能な番組情報のみを示すＥＰＧを表示す
る。
【解決手段】ラジオ受信機１１０は、１の受信部１５４
が受信した所定の周波数帯域のＲＦ信号を１のＡ／Ｄ変
換部１５６で変換し、変換されたデジタルＲＦ信号を、
搬送周波数の異なるＲＦ信号に対応するＩＦ信号にそれ
ぞれ変換する複数のミキサ機能部１７０と、選局部１７
２が、デジタルＲＦ信号を任意のミキサ機能部１７０に
おいて変換させた、ユーザの操作入力に応じた搬送周波
数のＲＦ信号に対応するＩＦ信号に含まれるオーディオ
データを音声出力部に出力させ、変換された搬送周波数
の異なるＲＦ信号に対応するＩＦ信号それぞれから番組
情報を抽出するデータ抽出部１７６と、抽出された番組
情報を、抽出元のＲＦ信号の搬送周波数に関連付けてリ
スト化し、番組表を生成する番組表生成部１７８と、番
組表を示す画像を表示する表示部１６４とを備える。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の周波数帯域のＲＦ信号を受信する１の受信部と、
　前記受信部が受信した前記所定の周波数帯域のＲＦ信号をデジタルＲＦ信号に変換する
１のＡ／Ｄ変換部と、
　前記デジタルＲＦ信号を、搬送周波数の異なるＲＦ信号に対応するＩＦ信号にそれぞれ
変換する複数のミキサ機能部と、
　前記複数のミキサ機能部のうちの任意のミキサ機能部において、前記デジタルＲＦ信号
を、ユーザの操作入力に応じた搬送周波数のＲＦ信号に対応するＩＦ信号に変換させる選
局部と、
　変換された前記ユーザの操作入力に応じた搬送周波数のＲＦ信号に対応するＩＦ信号に
含まれるオーディオデータを音声出力部に出力させる音声制御部と、
　変換された前記搬送周波数の異なるＲＦ信号に対応するＩＦ信号それぞれから番組情報
を抽出するデータ抽出部と、
　抽出された前記番組情報を、抽出元のＲＦ信号の搬送周波数に関連付けてリスト化し、
番組表を生成する番組表生成部と、
　前記番組表を示す画像を表示する表示部と、
を備えることを特徴とするラジオ受信機。
【請求項２】
　前記データ抽出部は、前記音声制御部がオーディオデータを音声出力部に出力させる処
理と並行して、前記搬送周波数の異なるＲＦ信号に対応するＩＦ信号それぞれから番組情
報を抽出することを特徴とする請求項１に記載のラジオ受信機。
【請求項３】
　所定の周波数帯域のＲＦ信号を受信し、
　受信した前記所定の周波数帯域のＲＦ信号をデジタルＲＦ信号に変換し、
　前記デジタルＲＦ信号を、搬送周波数の異なるＲＦ信号に対応するＩＦ信号にそれぞれ
変換し、
　前記デジタルＲＦ信号を、ユーザの操作入力に応じた搬送周波数のＲＦ信号に対応する
ＩＦ信号に変換させ、
　変換した前記ユーザの操作入力に応じた搬送周波数のＲＦ信号に対応するＩＦ信号に含
まれるオーディオデータを音声出力部に出力させ、
　変換した前記搬送周波数の異なるＲＦ信号に対応するＩＦ信号それぞれから番組情報を
抽出し、
　抽出した前記番組情報を、抽出元のＲＦ信号の搬送波の周波数に関連付けてリスト化し
、番組表を生成し、
　前記番組表を示す画像を表示部に表示させることを特徴とするラジオ受信方法。
【請求項４】
　所定の周波数帯域のＲＦ信号を受信するラジオ受信機に搭載されたコンピュータを、
　受信した前記所定の周波数帯域のＲＦ信号をデジタルＲＦ信号に変換する１のＡ／Ｄ変
換部と、
　前記デジタルＲＦ信号を、搬送周波数の異なるＲＦ信号に対応するＩＦ信号にそれぞれ
変換する複数のミキサ機能部と、
　前記複数のミキサ機能部のうちの任意のミキサ機能部において、前記デジタルＲＦ信号
を、ユーザの操作入力に応じた搬送周波数のＲＦ信号に対応するＩＦ信号に変換させる選
局部と、
　変換された前記ユーザの操作入力に応じた搬送周波数のＲＦ信号に対応するＩＦ信号に
含まれるオーディオデータを音声出力部に出力させる音声制御部と、
　変換された前記搬送周波数の異なるＲＦ信号に対応するＩＦ信号それぞれから番組情報
を抽出するデータ抽出部と、
　抽出された前記番組情報を、抽出元のＲＦ信号の搬送周波数に関連付けてリスト化し、
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番組表を生成する番組表生成部と、
　前記番組表を示す画像を表示部に表示させる表示制御部と
して機能させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ラジオ受信機、ラジオ受信方法およびプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、テレビジョン放送の、アナログ方式からデジタル方式への切り換えに伴い、電子
番組表（Electronic Program Guide：ＥＰＧ、以下、単にＥＰＧと称する）が広く普及し
てきている。ユーザは、このようなＥＰＧを参照して、視聴を所望するテレビ番組を選択
したり、テレビ番組の録画を行ったりしている。
【０００３】
　テレビジョン放送波を利用してＥＰＧを表示するシステムとして、例えば、受信装置側
にチューナを２つ用意しておき、他の放送局を含むすべてのトランスポートストリーム（
Transport Stream:ＴＳ、以下、単にＴＳと称する）の番組情報を、１の放送局から番組
情報専用のＴＳで送出し、受信装置側に視聴番組の選局用とは別に設けた専用のチューナ
で番組情報専用のＴＳを選局し、復調、デコードしてＥＰＧを表示するシステムが開示さ
れている（例えば、特許文献１）。
【０００４】
　また、ユーザがテレビ番組を視聴していないとき（電源がオフになっているとき）に、
各放送局がそれぞれ送信する番組情報を順次取得してＥＰＧを更新し、ユーザが電源をオ
ンにした直後に、更新された番組情報に基づくＥＰＧを表示する地上波デジタルテレビ放
送受信装置が開示されている（例えば、特許文献２）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０００－２４４８３２号公報
【特許文献２】特開２００６－１７４１１７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、近年、地上波ラジオ放送についてもアナログ方式からデジタル方式に切り換
わりつつあり、地上波ラジオ放送におけるＥＰＧの要求も高まってきている。そこで、特
許文献１や特許文献２に記載された従来の技術を利用して、ラジオ放送波からＥＰＧを表
示する方法が考えられる。
【０００７】
　しかし、特許文献１の受信装置は、視聴番組の選局用の他に、ＥＰＧ専用のチューナを
わざわざ別に用意しなければならず、コスト高になっていた。また、特許文献１の技術を
利用しても、車載のラジオ受信機の場合、ユーザのニーズに沿わないＥＰＧを表示する可
能性がある。すなわち、車載のラジオ受信機は、移動することが前提となっており、番組
信号によっては、受信可能となったり、受信不可能となったりと、受信状況が時々刻々と
変化する可能性があるにも拘わらず、すべての放送局の番組情報で構成されたＥＰＧを表
示すると、受信不可能な番組情報までもが表示されてしまうため、その受信不可能な番組
情報を参照してユーザが放送局を選択したとしても聴くことができず、ユーザを落胆させ
てしまっていた。
【０００８】
　また、特許文献２の技術では、視聴している番組の放送局以外は、電源がオフになって
いる時間にのみ番組情報を更新している。したがって、電源がオフになっている時間が、
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すべての放送局の番組情報の更新に要する時間よりも短かかったり、長時間電源がオンに
なっていると、番組情報が更新されない放送局も生じ得る。この場合、ユーザは、放送局
によって最新の番組情報を参照できないという事態が生じてしまう。
【０００９】
　そこで本発明は、このような課題に鑑み、電源のオンオフに拘わらず、簡易な構成で、
受信可能な番組情報のみを示すＥＰＧを表示することが可能な、ラジオ受信機、ラジオ受
信方法およびプログラムを提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記課題を解決するために、本発明のラジオ受信機は、所定の周波数帯域のＲＦ信号を
受信する１の受信部と、受信部が受信した所定の周波数帯域のＲＦ信号をデジタルＲＦ信
号に変換する１のＡ／Ｄ変換部と、デジタルＲＦ信号を、搬送周波数の異なるＲＦ信号に
対応するＩＦ信号にそれぞれ変換する複数のミキサ機能部と、複数のミキサ機能部のうち
の任意のミキサ機能部において、デジタルＲＦ信号を、ユーザの操作入力に応じた搬送周
波数のＲＦ信号に対応するＩＦ信号に変換させる選局部と、変換されたユーザの操作入力
に応じた搬送周波数のＲＦ信号に対応するＩＦ信号に含まれるオーディオデータを音声出
力部に出力させる音声制御部と、変換された搬送周波数の異なるＲＦ信号に対応するＩＦ
信号それぞれから番組情報を抽出するデータ抽出部と、抽出された番組情報を、抽出元の
ＲＦ信号の搬送周波数に関連付けてリスト化し、番組表を生成する番組表生成部と、番組
表を示す画像を表示する表示部とを備えることを特徴とする。
【００１１】
　上記ラジオ受信機のデータ抽出部は、音声制御部がオーディオデータを音声出力部に出
力させる処理と並行して、搬送周波数の異なるＲＦ信号に対応するＩＦ信号それぞれから
番組情報を抽出してもよい。
【００１２】
　上記課題を解決するために、本発明のラジオ受信方法は、所定の周波数帯域のＲＦ信号
を受信し、受信した所定の周波数帯域のＲＦ信号をデジタルＲＦ信号に変換し、デジタル
ＲＦ信号を、搬送周波数の異なるＲＦ信号に対応するＩＦ信号にそれぞれ変換し、デジタ
ルＲＦ信号を、ユーザの操作入力に応じた搬送周波数のＲＦ信号に対応するＩＦ信号に変
換させ、変換したユーザの操作入力に応じた搬送周波数のＲＦ信号に対応するＩＦ信号に
含まれるオーディオデータを音声出力部に出力させ、変換した搬送周波数の異なるＲＦ信
号に対応するＩＦ信号それぞれから番組情報を抽出し、抽出した番組情報を、抽出元のＲ
Ｆ信号の搬送波の周波数に関連付けてリスト化し、番組表を生成し、番組表を示す画像を
表示部に表示させることを特徴とする。
【００１３】
　上記課題を解決するために、本発明のプログラムは、所定の周波数帯域のＲＦ信号を受
信するラジオ受信機に搭載されたコンピュータを、受信した所定の周波数帯域のＲＦ信号
をデジタルＲＦ信号に変換する１のＡ／Ｄ変換部と、デジタルＲＦ信号を、搬送周波数の
異なるＲＦ信号に対応するＩＦ信号にそれぞれ変換する複数のミキサ機能部と、複数のミ
キサ機能部のうちの任意のミキサ機能部において、デジタルＲＦ信号を、ユーザの操作入
力に応じた搬送周波数のＲＦ信号に対応するＩＦ信号に変換させる選局部と、変換された
ユーザの操作入力に応じた搬送周波数のＲＦ信号に対応するＩＦ信号に含まれるオーディ
オデータを音声出力部に出力させる音声制御部と、変換された搬送周波数の異なるＲＦ信
号に対応するＩＦ信号それぞれから番組情報を抽出するデータ抽出部と、抽出された番組
情報を、抽出元のＲＦ信号の搬送周波数に関連付けてリスト化し、番組表を生成する番組
表生成部と、番組表を示す画像を表示部に表示させる表示制御部として機能させることを
特徴とする。
【００１４】
　上述したラジオ受信機の技術的思想に基づく構成要素やその説明は、当該ラジオ受信方
法およびプログラムにも適用可能である。
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【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、電源のオンオフに拘わらず、簡易な構成で、受信可能な番組情報のみ
を示すＥＰＧを表示することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】ラジオ受信システムの概略的な接続関係を示した説明図である。
【図２】ラジオ受信機の概略的な構成を示した機能ブロック図である。
【図３】受信部、Ａ／Ｄ変換部、ミキサ機能部、選局部、音声制御部、データ抽出部の具
体的な構成を示した機能ブロック図である。
【図４】番組表を説明するための説明図である。
【図５】ラジオ受信方法の処理の流れを説明したフローチャートである。
【図６】ラジオ受信方法の処理の流れを説明したフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下に添付図面を参照しながら、本発明の好適な実施形態について詳細に説明する。か
かる実施形態に示す寸法、材料、その他具体的な数値などは、発明の理解を容易とするた
めの例示にすぎず、特に断る場合を除き、本発明を限定するものではない。なお、本明細
書及び図面において、実質的に同一の機能、構成を有する要素については、同一の符号を
付することにより重複説明を省略し、また本発明に直接関係のない要素は図示を省略する
。
【００１８】
（ラジオ受信システム１００）
　図１は、ラジオ受信システム１００の概略的な接続関係を示した説明図である。ラジオ
受信システム１００は、複数のラジオ放送局１０２と、複数の放送塔１０４と、ラジオ受
信機１１０とを含んで構成される。
【００１９】
　ラジオ放送局１０２は、地上波ラジオ放送のＲＦ信号を提供する。また、ラジオ放送局
１０２は、ＲＦ信号において、オーディオ信号にデータ信号を重畳することができる。放
送塔１０４は、位置を異にして複数配置され、複数のラジオ放送局１０２が放送する複数
の搬送周波数（搬送波の周波数）のＲＦ信号を発信する。
【００２０】
　ラジオ受信機１１０は、複数のラジオ放送局１０２がそれぞれ放送する複数の搬送周波
数のＲＦ信号を、放送塔１０４を介して受信し、受信したＲＦ信号をＩＦ（Intermediate
 Frequency：中間周波数）信号に変換し、そのＩＦ信号を復調した番組データに含まれる
オーディオデータをスピーカ等で構成された音声出力部に出力させる。
【００２１】
　このような地上波ラジオ放送では、アナログ方式からデジタル方式への切り換えに伴い
、送信できる情報量が増加したため、ラジオ受信機においてＥＰＧ（番組表）を表示させ
たいという要望が高まってきている。そこで、地上波テレビジョン放送におけるＥＰＧの
表示技術をラジオ受信機でも利用するという方法が考えられる。
【００２２】
　しかし、地上波テレビジョン放送のＥＰＧは、テレビジョン受信装置が、ある位置に固
定されていることを前提としているため、その位置で受信できるＲＦ信号を送信するすべ
ての放送局の番組情報で構成されていることが多い。一方、ラジオ受信機１１０の場合、
車両等の移動体１０６に搭載されることも多く、移動しながらＲＦ信号を受信することが
前提となっている。したがって、ラジオ受信機１１０では、ＲＦ信号の搬送周波数によっ
て、受信状況が時々刻々と変化する可能性があり、すべてのラジオ放送局１０２の番組情
報で構成されたＥＰＧを表示すると、受信不可能な番組情報までもが表示されてしまうた
め、その受信不可能な番組情報を参照してユーザがラジオ放送局１０２を選択したとして
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も聴くことができず、ユーザを落胆させてしまっていた。
【００２３】
　そこで、本実施形態では、電源のオンオフに拘わらず、簡易な構成で、受信可能な番組
情報のみを示す番組表（ＥＰＧ）を表示することが可能なラジオ受信機１１０を提供する
ことを目的とする。以下、まず、ラジオ受信機１１０の具体的な構成について説明し、続
いてラジオ受信機１１０を利用したラジオ受信方法について詳述する。
【００２４】
（ラジオ受信機１１０）
　図２は、ラジオ受信機１１０の概略的な構成を示した機能ブロック図であり、図３は、
受信部１５４、Ａ／Ｄ変換部１５６、ミキサ機能部１７０、選局部１７２、音声制御部１
７４、データ抽出部１７６の具体的な構成を示した機能ブロック図である。図２および図
３中、信号の流れを実線の矢印で示し、制御の流れを破線の矢印で示す。
【００２５】
　図２に示すように、ラジオ受信機１１０は、操作部１５０と、１のアンテナ１５２と、
１の受信部１５４と、１のＡ／Ｄ変換部１５６と、メモリ１５８と、中央制御部１６０と
、音声出力部１６２と、表示部１６４とを含んで構成される。
【００２６】
　操作部１５０は、操作キー、十字キー、ジョイスティック、ジョグダイヤル、後述する
表示部１６４に重畳されたタッチパネル等で構成され、ユーザの操作入力を受け付ける。
アンテナ１５２は、複数のラジオ放送局１０２が送信する地上波ラジオ放送の複数の搬送
周波数のＲＦ信号を含む広周波数帯域のＲＦ信号を受信し、受信部１５４で処理可能な信
号に変換する。
【００２７】
　図３に示すように、受信部１５４は、ＲＦ信号を増幅する第１増幅器１５４ａと、ＲＦ
信号の帯域幅を絞るバンドパスフィルタ（Band Pass Filter：ＢＰＦ）１５４ｂと、第２
増幅器１５４ｃとを含んで構成され、複数のラジオ放送局１０２が放送する複数の搬送周
波数のＲＦ信号を含む所定の周波数帯域（例えば、８７．５ＭＨｚ～１０８．０ＭＨｚ）
のＲＦ信号を受信する。受信部１５４が受信したＲＦ信号は、後述するＡ／Ｄ変換部１５
６に出力される。
【００２８】
　Ａ／Ｄ変換部１５６は、受信部１５４が受信した所定の周波数帯域のＲＦ信号を一度に
デジタルＲＦ信号に変換（Ａ／Ｄ変換）する。
【００２９】
　本実施形態において、Ａ／Ｄ変換部１５６は、サンプリング周波数が４０ＭＨｚ以上の
ものを想定しており、２０ＭＨｚ以上の帯域幅のＲＦ信号を一度にデジタルＲＦ信号に変
換できる。したがって、Ａ／Ｄ変換部１５６は、例えば、欧州で利用されている地上波ラ
ジオ放送の搬送波の周波数帯域である８７．５ＭＨｚ～１０８．０ＭＨｚのＲＦ信号を一
度にデジタルＲＦ信号に変換することが可能となる。
【００３０】
　メモリ１５８は、ＲＡＭ（Random Access Memory）、フラッシュメモリ、ＨＤＤ（Hard
 Disk Drive）等で構成され、中央制御部１６０の各機能部の処理に必要な各種情報を保
持する。
【００３１】
　中央制御部１６０は、中央処理装置（ＤＳＰやＣＰＵ）、プログラム等が格納されたＲ
ＯＭ、ワークエリアとしてのＲＡＭ等を含む半導体集積回路により、ラジオ受信機１１０
全体を管理および制御する。また、本実施形態において、中央制御部１６０は、ミキサ機
能部１７０、選局部１７２、音声制御部１７４、データ抽出部１７６、番組表生成部１７
８、表示制御部１８０としても機能する。
【００３２】
　ミキサ機能部１７０は、１または複数で構成される。ここでは、中央制御部１６０がミ
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キサ機能部１７０（図３中、１７０ａ～１７０ｄで示す）を４つ備える構成を例に挙げて
説明する。
【００３３】
　図３に示すように、ミキサ機能部１７０は、ミキサ１８２ａと、発振器（局部発振器：
Local Oscillator）１８２ｂと、低域通過フィルタ（ＬＰＦ：Low Pass Filter）１８２
ｃとを含んで構成され、Ａ／Ｄ変換部１５６が変換したデジタルＲＦ信号のうち所定の閾
値以上の信号強度のデジタルＲＦ信号を、搬送周波数の異なるＲＦ信号に対応するＩＦ信
号に変換する。
【００３４】
　図３を用いて具体的に説明すると、例えば、Ａ／Ｄ変換部１５６が変換したデジタルＲ
Ｆ信号の帯域が８７．５ＭＨｚ～１０８．０ＭＨｚであり、ミキサ機能部１７０が４つあ
る場合、ミキサ機能部１７０ａは、デジタルＲＦ信号を、後述する選局部１７２が選択し
た１の搬送周波数のＲＦ信号に対応するＩＦ信号に変換し、ミキサ機能部１７０ｂは、デ
ジタルＲＦ信号を、８７．５ＭＨｚ～９４．３ＭＨｚ帯域に含まれる搬送周波数のＲＦ信
号に対応する、１または複数のＩＦ信号に、ミキサ機能部１７０ｃは、デジタルＲＦ信号
を、９４．４ＭＨｚ～１０１．２ＭＨｚ帯域に含まれる搬送周波数のＲＦ信号に対応する
、１または複数のＩＦ信号に、ミキサ機能部１７０ｄは、デジタルＲＦ信号を、１０１．
３ＭＨｚ～１０８．０ＭＨｚ帯域に含まれる搬送周波数のＲＦ信号に対応する、１または
複数のＩＦ信号にそれぞれ変換する。
【００３５】
　ここで、発振器１８２ｂがミキサ１８２ａに出力する信号の発振周波数を変更すること
によって、ミキサ１８２ａは、搬送周波数の異なるデジタルＲＦ信号を同一の周波数（例
えば、１ＭＨｚ）のＩＦ信号にすることができる。
【００３６】
　選局部１７２は、任意のミキサ機能部１７０（ここでは、ミキサ機能部１７０ａ）にお
いて、Ａ／Ｄ変換部１５６が変換したデジタルＲＦ信号を、ユーザによる操作部１５０を
通じた操作入力に応じた、受信可能な搬送周波数のＲＦ信号に対応するＩＦ信号に変換さ
せる。具体的に説明すると、図３に示すように、選局部１７２は、例えば、ユーザが設定
したラジオ放送局１０２の搬送周波数をミキサ機能部１７０ａに伝達する。そうすると、
ミキサ機能部１７０ａは、デジタルＲＦ信号を、伝達された周波数を搬送波とするＲＦ信
号に対応するＩＦ信号に変換する。
【００３７】
　音声制御部１７４は、選局部１７２が選択し、ミキサ機能部１７０が変換した１のＩＦ
信号に含まれるオーディオデータ（音声データ）を音声出力部１６２に出力させる。
【００３８】
　データ抽出部１７６は、複数のミキサ機能部１７０が変換した、搬送周波数の異なるＲ
Ｆ信号に対応するＩＦ信号それぞれから番組情報を抽出する。詳細に説明すると、データ
抽出部１７６は、搬送周波数の異なるＲＦ信号に対応するＩＦ信号それぞれを検波（復調
）して複数の番組データを生成し、生成した複数の番組データから番組情報を抽出する。
【００３９】
　ここで、データ抽出部１７６は、複数のミキサ機能部１７０が変換した、複数のＩＦ信
号から受信可能な搬送周波数のＲＦ信号に対応するＩＦ信号を抽出し、かかる受信可能な
ＩＦ信号から番組情報を抽出する。米国で実用化されているＨＤ（Hybrid Digital）ラジ
オを例に挙げると、データ抽出部１７６が、サイドバンドのＩＦ信号から番組情報を復調
（デコード）できたか否かで、受信可能か否かを判定する。
【００４０】
　番組情報は、放送局名、放送中の番組名等を含むテキストデータを示す。例えば、放送
中の番組が音楽番組である場合、番組情報には、放送局名や番組名の他、放送中の楽曲の
、曲名、歌手名、作曲者名、作詞者名、ジャンル、放送時間帯、ディスクジョッキー（Ｄ
Ｊ）名等がさらに含まれ、放送中の番組が野球中継番組である場合、放送中の試合の対戦
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チーム名、スコア、バッター名、ピッチャー名、イニング等がさらに含まれる。
【００４１】
　本実施形態において、データ抽出部１７６は、音声制御部１７４がオーディオデータを
音声出力部１６２に出力させる処理（音声出力処理）と並行して、すなわち、音声制御部
１７４の処理を途切れさせることなく、複数のＩＦ信号から番組情報をそれぞれ抽出する
。
【００４２】
　上述したＡ／Ｄ変換部１５６が、複数の地上波ラジオ放送波の搬送波が含まれるような
２０ＭＨｚといった広帯域のＲＦ信号を一度にデジタルＲＦ信号に変換できるため、音声
制御部１７４が、変換された複数のＩＦ信号のうち１のＩＦ信号に含まれるオーディーデ
ータを音声出力部１６２に出力させながら、データ抽出部１７６は、複数のＩＦ信号から
番組情報を順次抽出することができる。
【００４３】
　番組表生成部１７８は、データ抽出部１７６が抽出した番組情報を、抽出元のＲＦ信号
の搬送周波数に関連付けてリスト化し、番組表を生成する。表示制御部１８０は、番組表
生成部１７８が生成した番組表を示す画像を表示部１６４に表示させる。
【００４４】
　図４は、番組表を説明するための説明図である。図４に示すように、表示制御部１８０
は、番組表生成部１７８が生成した番組表を示す画像１９０（図４中、１９０ａ、１９０
ｂで示す）を表示部１６４に表示させる。番組表を示す画像１９０には、番組情報の抽出
元のＲＦ信号の搬送周波数に関連付けられて、搬送周波数を示す画像１９２ａ、放送局名
を示す画像１９２ｂ、放送中の番組名を示す画像１９２ｃ、放送中の曲名や歌手名を示す
画像１９２ｄ、放送中の試合の対戦チームを示す画像１９２ｅが含まれる。
【００４５】
　また、ラジオ放送局１０２のロゴ等の画像データが、予めＩＦ信号に含まれている場合
や、予めラジオ放送局１０２が使用する搬送周波数に関連付けられてメモリ１５８に保持
されている場合、番組表生成部１７８は、抽出元のＲＦ信号の搬送周波数に、その画像デ
ータも関連付けて番組表を作成してもよい。そうすると、表示制御部１８０が表示部１６
４に表示させる番組表を示す画像１９０には、ラジオ放送局１０２のロゴ１９２ｆが含ま
れることになる。
【００４６】
　そして、ラジオ受信機１１０が移動体１０６の移動に伴い、図４（ａ）に示す番組表を
示す画像１９０ａを表示した位置から移動し、例えば、搬送周波数９０．７ＭＨｚのＲＦ
信号が受信できなくなるとする。そうすると、データ抽出部１７６は、９０．７ＭＨｚの
ＲＦ信号に対応するＩＦ信号の番組情報を抽出できないため、図４（ｂ）に示すように、
番組表生成部１７８が生成した番組表を示す画像１９０ｂには９０．７ＭＨｚの番組情報
が含まれなくなる。
【００４７】
　また、番組表生成部１７８は、受信できる搬送周波数のＲＦ信号に対応するＩＦ信号の
番組情報を更新する。図４（ｂ）に示す例では、番組表生成部１７８は、９０．７ＭＨｚ
以外の、例えば、８７．５ＭＨｚ、８９．９ＭＨｚ、９７．９ＭＨｚ、１０５．９ＭＨｚ
のＲＦ信号に対応するＩＦ信号の番組情報を更新する。
【００４８】
　番組表を参照して選択した番組が、受信不可能な番組であれば、ユーザは選択した番組
を聴くことができず、落胆してしまう。そこで、本実施形態にかかる番組表生成部１７８
は、現在受信できている搬送周波数のＲＦ信号に対応するＩＦ信号からのみ番組情報を取
得して番組表を生成する。したがって、番組表には受信不可能な番組情報を含むことがな
く、受信不可能な番組情報を含む番組表を表示したときに生じる上記問題を解決すること
ができる。
【００４９】
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　また、テレビジョン放送局が送信する番組情報と比較して、ラジオ放送局１０２が送信
する番組情報には、放送局名や番組名のみならず、放送中の楽曲の、曲名、歌手名、作曲
者名、作詞者名、ジャンル、放送時間帯、ディスクジョッキー（ＤＪ）名、放送中の試合
の対戦チーム、スコア、バッター名、ピッチャー名、イニング等が含まれている。このた
め、番組表生成部１７８が生成した番組表には、番組名のみならず、現在放送中の番組の
詳細な情報（曲名や歌手名、スコア等）が含まれる。したがって、例えば、ユーザがジャ
ズ番組（例えば、図４（ａ）に示す、９７．９ＭＨｚの放送局の番組）を聴いている間に
、番組表を示す画像１９０ａを視認し、その番組表を示す画像１９０ａに、たまたまユー
ザが所望する放送中の曲名や歌手名を示す画像１９２ｄが含まれていれば、ユーザはその
曲を放送しているラジオ放送局１０２を選択して、当該曲を聴くことができる。
【００５０】
　さらに、上述したよう、データ抽出部１７６は、音声制御部１７４による音声出力処理
を途切れさせることなく、複数のＩＦ信号から番組情報をそれぞれ抽出するため、音声出
力部１６２がオーディオデータを出力しながら、番組表生成部１７８は、現在放送中の番
組の番組情報で番組表をリアルタイムに作成してユーザに案内することができる。
【００５１】
　音声出力部１６２は、スピーカ等で構成され、音声制御部１７４の制御指令に応じて、
選局部１７２が選択した１のＩＦ信号に含まれるオーディオデータを音声に変換する。
【００５２】
　表示部１６４は、液晶ディスプレイ、有機ＥＬ(Electro Luminescence)ディスプレイ、
ＬＥＤ（Light Emitting Diode）ディスプレイ等で構成され、表示制御部１８０の制御指
令に応じて、番組表を示す画像１９０を表示する。
【００５３】
　以上説明したように、本実施形態にかかるラジオ受信機１１０によれば、受信可能な１
または複数のラジオ放送局１０２の番組情報を１つのチューナ（受信部１５４およびＡ／
Ｄ変換部１５６）で一度に取得することができ、受信可能な番組情報のみで構成された番
組表を示す画像１９０を表示することが可能となる。したがって、ユーザは、現在受信可
能な番組の番組情報のみで構成される番組表を示す画像１９０を視認することになり、受
信不可能な番組の番組情報を選択してしまう事態を回避することができる。また、ラジオ
受信機１１０は、番組のオーディオデータを出力している間でも、番組情報を更新するこ
とができるので、放送中の番組の番組情報で番組表を作成することが可能となる。
【００５４】
　また、コンピュータを、ラジオ受信機１１０として機能させるプログラムや当該プログ
ラムを記録した、コンピュータで読み取り可能なフレキシブルディスク、光磁気ディスク
、ＲＯＭ、ＥＰＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ（Compact Disc）、ＤＶＤ（Digital Versat
ile Disc）、ＢＤ（Blu-ray Disc）等の記憶媒体も提供される。ここで、プログラムは、
任意の言語や記述方法にて記述されたデータ処理手段をいう。
【００５５】
（ラジオ受信方法）
　図５および図６は、ラジオ受信方法の処理の流れを説明したフローチャートである。図
５に示すように、ラジオ受信機１１０の受信部１５４は、複数のラジオ放送局１０２が放
送する複数の搬送周波数のＲＦ信号を含む所定の周波数帯域のＲＦ信号を受信し（Ｓ２０
０）、Ａ／Ｄ変換部１５６は、受信部１５４が受信した所定の周波数帯域のＲＦ信号を一
度にデジタルＲＦ信号に変換する（Ｓ２０２）。ミキサ機能部１７０は、デジタルＲＦ信
号を、搬送周波数の異なるＲＦ信号に対応するＩＦ信号にそれぞれ変換する（Ｓ２０４）
。
【００５６】
　そして、選局部１７２は、任意のミキサ機能部１７０ａにおいて、Ａ／Ｄ変換ステップ
Ｓ２０２で変換されたデジタルＲＦ信号を、ユーザによる操作部１５０を通じた操作入力
に応じた、受信可能な搬送周波数のＲＦ信号に対応するＩＦ信号に変換させ（Ｓ２０６）
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、音声制御部１７４は、選局ステップＳ２０６で任意のミキサ機能部１７０で変換された
１のＩＦ信号に含まれるオーディオデータ（音声データ）を音声出力部１６２に出力させ
る（Ｓ２０８）。
【００５７】
　一方、データ抽出部１７６は、音声制御部１７４による音声出力処理Ｓ２０８と並行し
て、ＩＦ変換ステップＳ２０４で変換された複数のＩＦ信号から番組情報をそれぞれ抽出
し、番組表生成部１７８は、データ抽出部１７６が抽出した番組情報を、抽出元のＲＦ信
号の搬送周波数に関連付けてリスト化し、番組表を生成する（Ｓ２１０）。そして、表示
制御部１８０は、生成された番組表を示す画像１９０を表示部１６４に表示させる（Ｓ２
１２）。そして、ユーザによる操作部１５０を通じた操作入力に応じて、音声出力の停止
指示があるまで（Ｓ２１４におけるＮＯ）、受信ステップＳ２００以降の処理を繰り返す
。
【００５８】
　このように、音声出力処理Ｓ２０８と並行して、データ抽出部１７６が複数のＩＦ信号
から番組情報をそれぞれ抽出するため、音声出力部１６２がオーディオデータを出力しな
がら、番組表生成部１７８は、現在放送中の番組の番組情報で番組表をリアルタイムに作
成してユーザに案内することができる。
【００５９】
　図６を用いて、番組表生成ステップＳ２１０について、具体的に説明する。ここでは、
Ａ／Ｄ変換部１５６がＡ／Ｄ変換したデジタルＲＦ信号の帯域が８７．５ＭＨｚ～１０８
．０ＭＨｚである場合を例に挙げて説明する。図６に示すように、ミキサ機能部１７０は
、Ａ／Ｄ変換ステップＳ２０２で変換されたデジタルＲＦ信号のうち、ＩＦ信号への変換
を試みる搬送周波数として、まず、ＲＦ信号の帯域の最小周波数である８７．５ＭＨｚを
設定し（Ｓ２３０）、８７．５ＭＨｚのＲＦ信号に対応するＩＦ信号が受信可能かどうか
を判定する（Ｓ２３２）。８７．５ＭＨｚのＲＦ信号に対応するＩＦ信号が受信可能であ
れば（Ｓ２３２におけるＹＥＳ）、ミキサ機能部１７０は、８７．５ＭＨｚのＲＦ信号に
対応するＩＦ信号に変換し、データ抽出部１７６は、８７．５ＭＨｚのＲＦ信号に対応す
るＩＦ信号から番組情報を抽出し（Ｓ２３４）、番組表生成部１７８は、この番組情報を
更新した番組表を生成する（Ｓ２３６）。
【００６０】
　一方、受信判定ステップＳ２３２において、受信不可能であると判定されると（Ｓ２３
２におけるＮＯ）、データ抽出部１７６は、８７．５ＭＨｚのＲＦ信号に対応するＩＦ信
号から番組情報を抽出できない、すなわち８７．５ＭＨｚのＲＦ信号には受信できるラジ
オ放送局１０２がないことを番組表生成部１７８に伝達し、番組表生成部１７８は、８７
．５ＭＨｚについては、番組表への掲載を行わない。
【００６１】
　そして、ミキサ機能部１７０は、ＩＦ信号への変換を試みた搬送周波数のＲＦ信号が、
ＲＦ信号の帯域の最大周波数である１０８．０ＭＨｚであるか否かを判定し（Ｓ２３８）
、１０８．０ＭＨｚでなければ（Ｓ２３８におけるＮＯ）、ＩＦ信号への変換を試みた搬
送周波数に例えば２００ｋＨｚを加算して（Ｓ２４０）、受信判定ステップＳ２３２以降
の処理を遂行する。こうして、ラジオ放送局１０２の搬送波の帯域幅である２００ｋＨｚ
毎に番組情報の有無を確認することができる。最大周波数判定ステップＳ２３８において
１０８．０ＭＨｚであると判定されると（Ｓ２３８におけるＹＥＳ）、最小周波数の設定
処理Ｓ２３０以降の処理を繰り返す。
【００６２】
　以上説明したように、本実施形態にかかるラジオ受信方法においても、現在受信可能な
番組の番組情報のみで構成される番組表を示す画像１９０を表示することができ、ユーザ
が受信不可能な番組の番組情報を選択してしまう事態を回避することが可能となる。また
、番組のオーディオデータを出力している間でも、番組情報を更新することができるので
、放送中の番組の番組情報で番組表を作成することが可能となる。
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【００６３】
　以上、添付図面を参照しながら本発明の好適な実施形態について説明したが、本発明は
かかる実施形態に限定されないことは言うまでもない。当業者であれば、特許請求の範囲
に記載された範疇において、各種の変更例または修正例に想到し得ることは明らかであり
、それらについても当然に本発明の技術的範囲に属するものと了解される。
【００６４】
　なお、本明細書のラジオ受信方法の各工程は、必ずしもフローチャートとして記載され
た順序に沿って時系列に処理する必要はなく、並列的あるいはサブルーチンによる処理を
含んでもよい。
【産業上の利用可能性】
【００６５】
　本発明は、ラジオ受信機、ラジオ受信方法およびプログラムに利用することができる。
【符号の説明】
【００６６】
１１０  …ラジオ受信機
１５４  …受信部
１５６  …Ａ／Ｄ変換部
１６２  …音声出力部
１６４  …表示部
１７２  …選局部
１７４  …音声制御部
１７６  …データ抽出部
１７８  …番組表生成部
１９０  …番組表を示す画像

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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